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1． は じ め に二

　本稿 で は ， MA 〔｝1 に お け る 操作 の 概 要 と留意点 （専

用回路 σ）装着， 操作方法 と留意点），異常時 に お け る対

処法 （Q＆ A ） つ い て述 べ る．

2． MA −Olの 特徴 （図 11

D 選択的血漿成分吸着器，（LA −15）注
1♪

は，自動

　　的 に 吸 着
一
賦 活注

Z ｝

が 麺 7：に 行 わ れ ， 継続運転が

　　可能 で あ る．

2 ）洗浄，プ ラ イ ミ ン グ
， オ ペ レ ー

シ ョ ン か ら 回収

　　ま で 独立 して 自動運転 が
．
ii∫能で あ る．

3 ） rflLugk分 離器 ・LA 　 l5 の
．
「生能を 最 大限 に 発揮 で

　　き る よ う ， あ ら ゆ る情報 を イ ン ッ プ トし常 に 最

　　適運転 を 実施 す る．

4 ）安全機構を備え て い る．

注 （1 ）　LAl5 は 吸着器 2本及 び メ ン ブ レ ン フ ィ

　　　　ル ター1 個 か ら構成され て い る．

注 （2） 賦 活 と は，吸着器 に 吸着さ れ た LDL 及 び

　　　　VLDL を専用 の 賦活液 （高張食塩液） に よ

　　　　り 吸着器 よ り脱離 さ せ，再 び吸着可能な状

　　　　態 に す る事を言う．

3． シ ス テ ム の概要

　MA 　OI は illl漿分離 器 と LA 　 l5及び 血漿交換療法

用回路 LT −MA 　2 （Y ） を組 み 合わ せ て 使 川 す る．図 2

の 如 く血液ポ ン プ に よ り導か れ た血液 は ， 血漿分離器

に よ り血漿成分 と血球成分に 分離さ れ る ．分離 さ れ た

血漿は 吸着器 で LDL 及 び VLDL が 吸着 ・除去 され ，

　 キ
ー

ワ
ー

ド ：MA 岨 （MA 〔〕D 、選 択 的 血 漿 成 分 吸 着 器

（se ］cctive 　 plag，　mu 　 fr；lct．iol） uds ・ r
・bent　 c 。 11．lnm ），賦 活 （re．

activute ），自動運率五 （aut ‘｝matic 〔｝1〕eration ），塩分 濃度。十（so．
diし1in　CI ，［1CCllh

．
；lti〔，冂　rnctel

．
〕鹽

428

浄化さ れ た後 に 血球成分 と合流 し ， 患 耆の 体内 に 戻 る．

それ を援助 す る た め の 装置 で あ る．ま た 2本 の 吸 着器

は 自動的 に 賦活 され て交彑 に 繰 り返 し使用 され る．賦

活後 の 吸着器 は ，
ラ ク テ ッ ク，リ ン ゲ ル 液等 に ．よ り置

換 きれ た 後 に 再 度使用 され る．

4． MA −Ol の 前面パ ネル 及び操作パ ネル の 名称 と

　　機 能

　 4．職

1）9

　 4，2

前面 パ ネ ル 図の 名称 と機能 をを示す （図 3，表

操作 バ ネル 図の 名称 と機能を 示 す （図 ・1，表 2）．
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図 2LDL 選 択的血 漿吸 着シ ス テ ム

表 1 前 面 パ ネル の 各部名 称

番 り
．

  　 液 切れ 検 出器

　 　　 〔液 切 れ ユ
〜3）

名　 称 機
巳

に

厶
目

1各液 の 有 無 を検 出

、／
．
2．

ゆ

ヘ ベ リ ン ポ ン プ

バ ル ブ 1・一・’13
・Xi　 13）

ル ］〜レ ベ ノレ 5）

出器

ン プ

ン プ

ボ
．
ン プ

．ヒ ツ トレ バ ー

バ ーホ ル ダー

3）

ン プ
　　　ー

）

ブ 1〜13

　　　　一一．．．
レ ベ ル 検出器

レ ベ ノレ 5）

プ

トレ バ ー

ホ ル ダー　 　 ．

抗凝 固薬 を注 入

流路切 り 換 え 及 び 流路 の 閉鎖，開放

各 チ ャ ン バ ーの 液面 レ ベ ル の 低
．
トを検 出

分 離 ［AL漿 中 へ の 漏 血 ま た は溶 前［を 検 出

採 ［1
’
］．Lす る た め の ポ ン プ

分離 さ れ た 血 漿 を送液す る ポ ン プ

賦活 液 又 は置換 液 を LA −15 へ 送 液す る ポ ン プ

血液 回路 の ：加温 バ ッ グセ ッ ト時に 加温 器 を開閉 す る レ ベ ・一

採血 回路 チ ャ ン バ
ー

を固 定

圧 力 受 圧 凵

　 　採 1航圧

　 　 ［CrL漿圧

　 　返亅liL圧
　 　 血漿 濾過 圧

採血胱iモ ．ニ タ
ー

［flL漿 分 離 器 の血 漿側 の 圧 を モ ニ ター

返血 庇 をモ ニ タ
ー

…血漿分離 器 の 入 口 圧 を モ ．二 ：y 一

賦 活液 ， 置換液 の LAl5 入 1．」圧 をモ ニ タ・

賦 活液 の 圧 を モ ニ タ
ー

LA −15の 出 冂 圧 を モ ．二y 一

加 温バ ッ ク 内α）血 液 を加温

血 漿分離 器 を保 持

　 45 度 お きの ク リ ッ ク ス トッ プ 機構付

吸 着器 を保持

メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ
ー一

を 保持

メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ
ー
装着不 良検出機構付．回転 不 可

廃 液中 の 塩分濃 度を モ ニ タ
ー．．

各 種 ス イ ッ チ，表示 灯，表 示 器 ，設 定 器 を 有 す る操 杵部

返 illt回路 の 気 泡 を検 出
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図 3　前 面バ ネル

同

5．操 作 概 要

治療 の 操 作手順 ：治療 に 1賄 丿る医療 ス タ ッ フ の 操作

」
三
順及 び MA ．Ol の 勳作 を示 ・t

−
（図 5）．

6．準 備

　6．1 器材の準備

　本治療施行 す る 為 の ，必 要 な 器 材を・∫≒す 俵 3）．

　6．2　持続ヘ パ リン 所要量 の 計算方法

　ヘ パ リ ン 所要 巓：は 原則 的 に
， 医師 の ．指・Jkで行 う ．し

か し我々 の 経験で は ， 血漿処理量 3．50〔11ユ11 施行 に お い

て 1自L液流量 9〔｝m1 ．！min ， 血1漿 流 量 25　ml ．i］1／illに す る 事

に よ り，ヘ パ
．
リン 景：は L 〔｝0〔IIU〆hr で施行 し得て い る．

　★ 持続 ヘ パ リ ン所 ．要帚：の 訓
．
算方法

Q1
．A
罷モ2（・ ）

A 　　X　 　 　 　 7XU × V
　 　 X 十 、

（・）

QlA
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洗浄 1工 程 に て 自動的に ヘ バ リ ン ラ イ ン を持

続 ヘ パ リ ン 液 2ml で洗浄す る．

持続 ヘ パ リ ン 所 要量 ｛mD

ヘ ハ

．
リ ン lhr 当た りの 注 人1辱｝： （IUlhr）

脚

圜

図 4　操 作パ ネル

医療 ス 少 ッフ の燥作
・ ・MA 　 O1 の 動作

　 争 1　 　 　　 　 　 　 45 分

　 浄 蕪 て 血，el回 路 内の 卆 気 登 追 い 、1．
．

L　 面 れ 回蹄内ξ ．．隻浄り る

　 争 2　　 　　 　　 巳 附
．

　 漿分離器、吸 肩器 、メ ノ フ レ ン

フ　　∫レク
ー

を，饒：，争．夜．〔，先，争 9 ζ，

II本ア ブ ．1 レ シ ス 学1会雑 1誌　11 巻 31号 （1995）

［　 ラ イ ミンク
．

ノ
ク

ヱ
　 　 　 　 ユ 5分

「、　 し

使　 す ｛t

収 1

嵜

丁

眉

戻

吸

に

ひ

者

］路 ，血 漿分離器、吸着器、　　 1

厂ン フ　イ　ル ク　　．「勾在　丿

．．
ラ　で　三　ン

1換す る

一ノヨノ 1
・
行 ラエ †呈て 4　 血漿の 処理 弓

吸着器力
．自動的 に 賦店 され．ぐ

P　．

　　　　　　　　　　　　　　　h−
1
甘 1乱 血 蔽 回蹉 ．血 漿分離器

．
及

…内の血 ．1．鄭 ．血 漿 を回収，礒．〔 患．

図 5　治療 の 操作 手順
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表 2　操 作パ ネル の 各部名 称

川途 名　 　称

1

ノ

一

ユ

［
3

回路

運転 ／着 脱 キ ー 〔表
1
示幻 伺）

ン

に

着

ル

れ

　 1　　　
−．

臆論 　
」膿 1こ 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 E（表 7ド灯 付）　　　　

・ トー 　 　 漏，

　　 グ キ
ー　

　　 　　　　 終

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 f乍
　　 1 ン キ

・　

　　 　　　　 作

　 　 　 　 　

γ 停 止 ／運 転 キ

表小 灯付 ）

器 動f／i
．

」k］

モ ード

灯

齢 一

U 　 ： ヘ パ リ ン llnB 「iた り の 単位量 （IU）

T 　： 治療時間 （hr）

X　 ： ヘ パ リ ン 原液 量 （mD

Y　 ：希釈液 量 （mD

V　 ：注人速 度 （m レh1−）

6．2　装置 の 準備

1） ベ ッ ドサ イ ドに MAO1 を運 び，キ ャ ス タ
ーを

　 　 ロ ッ ク す る．

2 ）塩 分濃度計 内部 の 消毒 洗浄液 （ス テ リ ハ イ ド

　　等）を排出 ず る　（塩分濃度計は毎治療終了 後 ，

　　 こ の 消 毒洗 浄 液 で 消毒す る）．

凵本 ア 7J ．
レ シ ス 学 会雑誌

い ず れ か 1 つ

点灯

表示 灯 点幻

と

る

療

療

ード

運 転

プ の

る

　手順

　  　ゴ ム 鉗子で チ ュ
ーブ を 止め る．

　  出 口 側チ ュ
ーブを外す （向か っ て 左側）．

　  ゴ ム 鉗了 を外 し， 消毒洗浄液 を排出 す る．

　  入 ［ 側 チ ュ
ーブ を外 す．

　 3 ） MA 　 OI 電源 ス イッ チ を ON に す る．

　　　　　 7．血漿交換療法用回路 の 装着

　7．1　MA −Ol の 前而 パ ネ ル （図 3）に 従 い ，血 漿交換

療法用 回路 LT −MA 　2 （Y ）の 4 つ の ［冂 1路を装着す る．

こ の 時，圧 モ ニ タ ーラ イ ン も トラ ン ジ ュ
ーサ ー保護 フ

ィ ル ター （7個）を介し て装置に装着す る （図 6）．
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編

表 3　治療 に必 要 な器 材 リス ト

血 液 回

トラ ン ジ ．厂　 ウ

　1呆謀芝7 イ ル タ

　 　 　 　 　 　

賦 　 　 活 　 　
　 　 　

　
　　　　 　　

牛 理 　食 塩　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 −．　
　 　 　 　 　 　
プ ラ で ミ ン グ

7 イ ル

置 　 　 換

（Y ）

る 二 と

穿 　　 刺

ゴ 　 ム 　 鉗

ヘ 　 バ 　 リ

消 　 　 毒

表 4 血 漿処理量 に よ る賦 活液，置 換液 の標 準使 用 量

続 川

itlL漿 処 理 ｝†1　 賦活 液 （11〕1〕

2，｛川 ｛〕

2．51川

3．〔鱈】｛13

．5鮒

4．c）卿

4．5〔．）り

5．DけD5

．5 

6．000

500505055122

ソ】

33444

344567899

賦 活 液 1本 しU〔｝〔〕m1 ノ丶 り．

置換液 （mD （Ca 含む電 解質 液 ）

　 　 　 　 lISs

　 　 　 　 l621，｝

　 　 　 　 2．e8〔｝

　 　 　 　 2．175

　 　 　 　 287u

　 　 　 　 3、265

　 　 　 　 3、66｛〕

　 　 　 　 4、川 〕

　 　 　 　 4555

d 　採 血 回 路
備 蔓 5 〆　・
　　　　　　

1

’
譱瞬 ．問

．−h “
’
　・，！ドlli

驪
1］
1樋 瞬 鍋

1

　　　　　 く1

b　返 血 回 路

占

射

零
賠

草

ll

耀’」
［、IIド

1　1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L冨陰 ラ’ノ．

ダエ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　 輸液 ラ イ ン の ロ ール ク ラ ン プ IJ閉 に す る。
　 採血 ラ d ン は ベ ア ン鉗 幵ぐクラ ノブす る．

妊1・

1吾1
［ll

ロ　 　セセ

Illφ
』
4｝

　（注意）　 トラ ン ジ ュ
ーサ ー保護 フ ィ ノレ ター

に ひ び 等

の 異常が な い こ と を確認 する．

　7．2　回路装着時の 注意

　  　チ ャ ン バ ー
の レ ベ ル 検出器 へ の 装着 に 際 し，液

　　　の 流下 に よ り巻 き込 ま れ た気泡 に よ る誤動作 を

　　　防止 す る為，液流 「「1が セ ン サ ー部か ら遠 くな

　　　る 位 置 （図 7 ぴ）様 に セ ン サ ー一部 に 対 し直角方

　　　向） と な る よ う装着す る．

  チ ャ ン バ ー装着後は チ ・v ン バ ーと レ ベ ル 検出器

　　　の 接触 を確実 に す る為，チ ャ ン バ ー
ホ ル ダーを

　　　指 で 軽 くは さ む （図 8）．．

  h口温 バ ッ グ 装着時，出入 凵 チ ュ
ーブ を ヒ ーター

　　　に挟み 込 ま な い 様 バ ッ グ は 装置 表面 に 少 し出る

　　　程度 に 挿入 す る．

　  　液切 れ検出器 （3 カ 所）， 気泡検 出器，漏 亅flL検出

432

−り

c 　賦 盾 回 路
　 　 先 畢71’，、耻、虞Qうイ ’

孝
旧

ー
田
耳

ソ

d 　吸 着 回 路

帥1準』 鱈 1

」

　

5．

諍

尊
凵

∀

、ノ
．

圏
誥

t　
Ltl

、

雫

図 6 回 路装着図

l：1

「且1呈計 排 夜 フイ’I 　 　 I陣1をフ「

　　器の 凹 部に チ ュ
ーブ を iE し く装着す る．

  　ク ラ ン プバ ル ブ （13カ 所）： チ ュ
ーブ を ク ラ ン

　　 プ バ ル ブ 及 び ヒ ドの チ コ ．一一ブ ク ラ ン プ へ 確実 に

　　装着す る　（図 9）．
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0

　 液流 下 口

〆セ ン サ ー部

図 7　レベ ル検 出器 に チ ャ ン バ ーをセ ッ トした時の 上 面図

　 　 　 丿蹄 ン
・s’・の っ ぼ を必

．
1
”
傾 き防 ［ヒ板 に セ ツ 1・．1る ．

ピ ン LトーtiFC，］に 対 し，　 i夜Hl入 冂 を 最も遠 くな る 様．frッ ト
．’1る．

軽 く伺 さ s る　＿一一レ 軽 く押さえ る

斷部

躑
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図 8　チ ャ ン バ ー装 着 図

図 IO　血 液回路 接続 図

繋 二：二∴
　　 匸「

．

図 9　クラ ン プバ ル ブ装着 図

7．3　血液回路間 の 接続

　図 10 に 示 す 4 ヵ所 の rn［液回 路 を接続 す る．

　（1）　採lf［L回路 と返 血回路
．一

は め 込 み 式 コ ネ ク タ
ー

　　　情 ω

  採血 回 路 と吸着 回路
一

ル ア
ーロ ッ ク 式 コ ネク タ

　　　・．　 横 デ
ープ ）

  賦活回路 と吸着回路
一一

ル ア ーロ ッ ク 式 コ ネ ク タ

　　　
ー

（卜三i’　tt
』一 プり

  　吸 着【［ll路 と返 iflL［冂 1路 ．．．
は 反）込 み 式 コ ネ ク タ

ー

　　　（白色 ）

　7．4　血液 回路等装着 の 確認

　1組液回路 全体 が 」Eし く装着 さ れ て い る か チ ェ ッ ク す

る．

（D　MA 田 前而 パ ネ ル 通 り に 装着 され て い る か ．

　  　各セ ン サー （レ ベ ル セ ン サ
ー，液切れ セ ン サ ー，

　　 漏 由1セ ン サ ー
， 気泡 セ ン サ

ー
） に 正 し く装着さ

　 　 　れ て い る か ．

  各回路 の 接続部 は確実 に 咬 合 さ れ て るか ．

  　 トラ ン ジ ュ
ーサ ー保護 フ ィ ル ターと圧 モ ニ ター

　　　ラ ィン は確実 に 咬合さ れ て い る か ．

　〔5） 採lfi1ラ イ ン は ゴ ム 鉗子 で 止め ら れ て い るか ．

　  　ク ラ ン プ バ ル ブ （13 カ 所） に は チ ュ
ーブ が確実

　　　に 装 着され て るか ．

目 本ア フ ェ レ シ ス 学 会雑誌

　7，5　回路運転の設定

　同路運転／着脱 キ ーを 押 し て 点灯状態 に す る．こ の

時ク ラ ン プ バ ル ブがすべ て 「閉 1に な る．操作 パ ネル

の 4 つ の 警報表示 灯 が 点灯 す る．

　 a　 液切れ　　　　　c 　 気　泡

　 b　 温度 L　 　　 　 d　 チ ャ ン バ ーレ ベ ル

　　　　　　　 8。 操　　　 　 作

　8．1 洗浄 1準備工 程

　8．1．1 溶 液 準 備

　準備 した プ ラ イ ミ ン グ 液，洗浄液，置換液，賦活液，

回収液 を装置 の ハ ン ガ ー
ヘ ドげ る．所要量 は表 5 を参

照．

　8．L2 前 洗 浄

　  　輸液ラ イ ン
， 洗浄 ラ イ ン ，賦括 ラ イ ン を そ れ ぞ

　　　 れ 生理食塩液及 び賦恬液 に 接続 す る．

　  3 カ 所 の ド リ ッ プ チ ャ ン バ ー及び そ の 上 の チ ュ

　　　ー一ブ に 液 を満 た す （図 ll）（ド リ ッ プ チ ャ ン バ ー

　　　を指で つ ま ん で半分 び）レ ベ ル まで 液 を満 た す）．

　輸液ラ イ ン の ド リ ッ プ チ ャ ン バ ー
（図 llA の チ ャ

ン バ ー　　B2 ：洗浄液 1 ＞．

　 洗浄 ラ イ ン の ドリッ プ チ ャ ン バ ー
（図 11B の チ ャ ン

バ ー　B4 ：洗浄液 II）．

　賦活 ラ イ ン の ド リ ッ プ チ ャ ン バ ー（図 ／1C の チ ャ ン

バ ー　B5 ：貝武活液）．

　  輸液 ラ イ ン の ク レ ン メ 及 び採血 ラ イン の ゴ ム 鉗

　　　子 を外 し，採血 ラ イン を 洗浄す る．

　  液切れ の 警報表示灯 が消え た事 を必 ず確認す る．

　 14 巻 3 岑
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 5

　 　 行 　程、　　　 プ ラ イ ミ ン ク 孜
．

洗 　 　浄 　 　 1

洗 　 　浄 　 　 z？

フ
げ
ラ イ ミ ン グ

．
　 751［m ］　

　
　
　 　 　 　

　　
　 　 　 ヨ

オペ レ ーシ ［
一ン．一

面　
一
　 阪 　　

一

　一 ・L 　　L−一一7塾 nI

工 程 別溶液所要量．一 一 一
ン グ液 … 洗浄 液 置換液． 洗 浄液 II 賦一一一一一一

「
一． 一一 一
249〔ln11 1251nI2 〔一一 一一
1，15〔｝ml．一 5rl〔｝ml．一

n1　　． ． ． ．． ．一
表 4 参 照 表 ・一一 一 ． 一一 一 一
14〔hnI一一 一 ．

nI1 ，64〔lm ］　一． 1625ml

　 　 　 コ
　　　　

　　　
　　　

賦 温液　　　回収 液

2〔｝ml 　　　　
−一

　 　 　 　

ゴ淵…：
・1

B2 、洗浄液 I

B4 、洗浄 液 【I
BS　 賦 ｝舌液

図 11 各チ ャ ン バ ーの 液 充填 図

　（注意 ）　 液切 れ 検出器 に 装着した チ ュ
ーブ内に 気泡

　　　　　が あ る と，液切 れ警報が消失 せ ず次 の 工程

　　　　　へ 進む こ と が で きな い た め ， 気泡 は必ず排

　　　　　除 す る．

　 8．2　洗浄 1 工 程

　洗浄 lll程 は 洗浄液 で 面液同路内の 空気を追 い 出 し，

血L液同路 内を洗浄 す る．

　8．2．1 洗 浄 開 始

　  ［洗 浄 1］の キー
を押す．

　洗浄 1 工 程 は 自動的 に 進 み約 4，5 分後 に 終了 し，終

r音 が 鳴 る と と もに ， 塗　塗一li キ ー
の ラ ン プ が

点滅す る．

　  1 ブ ザ ー
停 止

1
キー

を押 す，

　8．2．2 運 転 終 了

　8．3 洗浄 2準備工 程

　8．3．1 血漿分離器 と LA −1．5の 取 り付 け方法

　血液回路 中 の ダ ミー
チ ュ

ー一ブ （模擬同路）を 示 す

（図 工2）．

　  　血漿分 離器 と LA ．15（2 つ の 吸着器 ， 1 つ の メ ン

　　　フ レ ン 7 イ ル ター） を そ れ ぞ れ の ホ ル ダー
に取

　　　り付 け る 「メ ン ブ レ ン フ ィ ル ター
の 出 凵 側 に は ，

　　　（．）UT と書 い て あ る 」．

　  図 13の ダ ミーチ ュ
ーブ （模擬 回路）A と メ ン ブ

　　　 レ ン フ ィ ル ター，B，　C と LA −15
，
　D と血漿分離

　　　器 と を図 13〜15の 手順 で 交換す る．

　（注意）　 1 ．血漿分離器 ， LAl5 ， メ ン ブ レ ン フ ィ

　　　　　　　ル タ
ー

は 全 て出凵側 よ り接続 する．

　　　　　 2 ．血 液回路 は
， ね じれ ， 交差 させ な い 様
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図 12 血液 回路中の ダ ミ
ー

チ ュ
ーブ

　　　　　　　注意す る．

　　　　　3 ．血漿分離器，LAl5 ，メ ン ブレ ン フ ィ

　　　　　　　ル ターは ゴ ム 鉗 f等 で たた か な い 様注

　　　　　　　意す る．

　8．4　洗浄 2工 程

　血漿分離器 ， LA 　15，メ ン ブ レ ン フ ィ ル ターを 洗浄

液 で 自動洗浄 す る．

　8．4．1 運 転 開 始

　  ［洗　浄 　25 キーを押す．洗 浄 21 二程 は 自動的

に進 み 約 8．5 分後 に 終 r し，終 r音が 鳴 る と と も に
，

洗 浄 2 キー
の ラ ン プが 点滅 す る．

　  「ブザ
ー

停止 」キ ーを押丁 ．

　8．4．2 運 転 終 了

　8．5　プ ラ イ ミ ン グ準備工 程

　8．5．1 準 　 備

　「血液同路 を図 16 の 如 く接続 す る，

　A ．輸液ラ イ ン を B2 ボ トル か ら Bl ボ トル へ 刺 し

　　　換 え る．

　B ．洗浄 ラ イン を B4 ボ トル か ら Bl ボ トル へ 刺 し

　　　換 え る ．

日本 ア ノ 」レ シ ス 学 会雑説：　U 巻 3FJ （L995〕
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〔メ ン フ レ ン フ ィ ル タ
ー

の 入口 側の コ ネ ク ターは 大、出 ロ 側

の コ ネ ク タ ー
は 小 とな ．

っ て い る 、、］

・

謡
惹

♂
旗

藍2，
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」
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葦
　ト

礎 ♪

董
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図 13　 ダ ミーチ ュ
ーブ と メ ン ブ レ ン フ ィ ル ターの 交換手 順

　  出入 目 をゴ ム 鉗 子 で ク ラ ン プ す る．  ．大量 の 気 泡が 出 rl側
’1ご．．卜部 に あ る場 合 は生理 食塩 液 を 注 入 す る．  回 路 と出 Ll側
ボ
ー．

卜部 を接続 ず
一
る．  大 罩：の 気泡が 入 L」側 ポ

ー
ト部 に あ る場

合1、t生 理 食塩 液 を注 人
．
」
．
る．  ．同路 と入 匚．1側 ポート部 を 接続 し、，

1唱人 冂 の
．．广ム 鉗チ をは ず

．’i．
　 （注 意1 内 部 を損 傷

．
∫
．
る恐 れ が あ る た め ，針 先が 内部 に 触 tL

な い 様．特 に 注 意
．
ダ る．

L吸着 器は 入 口側 の コ ネクタ
ーは小、出口側 の コ ネ ク タ ーは

大 と な っ て い るttI

しユ’

坦
c2 ｝

篇
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　　　 図 15　ダ ミ
ーチ ュ

ーブ と血漿分離器 の 交換手 順

　  A ，B，　 C の 3 ヵ 所 を ゴ ム 鉗 i’で ク ラ ン プ す る．  ．大 量 の 気

泡 が lflL漿分離器 出 口 側 ボート部 に あ る場合 は生 理食塩 液 を注入

す る．．  同 路 と 出 口側 ポ ー
ト部 を接 続

．
d
．
る．  人 量の 気泡 が 血

漿 分離器 入 口 側 ポ
ー

ト部に あ る 場 合は 牛理 食塩 液を 注入 す る．
  血 漿 分 離 器 を 傾 け，血 漿 出 口 側 と コ ネ ク タ C を 接続 す る． 

トラ ン ジ ・．一．．ヴ．一保護 フ ィ ル ターを伺
．
け た 血漿圧 モ ニ ターラ イ

ン を D に 接続 して B の ゴ ム 鉗子 を外 し て 血 漿 分離器 の 液 面 （血

漿側 ） を 1！3桿度
．
ドげ る．  血漿圧 モ t−1 タ

ーラ イ ン を 装置に 接

続 した 後，A 及 び C の ゴ ム 鉗 r・を外 す．
　 （注意） 内部 を損傷 す る恐れ が ある ため，Si先 が 内部 に触 れ

な い 様，特 に 注 意 す る．

曳 1
　　繭

　　ダ

評
（

P2

嚶11

デ
ノ

　　　　図 1・i ダミ
ー

チ ュ
ーブ と LA −15の 交換手 順

　  出 人 口 を ゴ ム 鉗 子 で ク ラ ン プ す る ．  大量 の 気 泡が 出 冂 側

ボ．一
卜部に あ る場 含は 生理 食塩 液 を注入 す る．  同路 と出 凵側

ボ
ー

ト部を 接続 す る．  人 箪：の 気泡 が 入 口 側 ポ
ー

ト部 に あ る場

合は 生 理 食塩 液 を注 入
．
」 る．  回路 と 入「1側，1ご一一卜部 を接続 し，

1唱入 口 の ゴ ム 鉗 i
”
を は ず す．

　 〔注意 ）　 内 部 を損f易ナる 恐れ が あ る た め，針 先が 内部 に 触れ．
な い 様，特 に 注 意 す る．

B1 ．フ

．．
ラ イ 三 ノ ク 1｛b

　 　 、ヘパ リ ン加 C目禽有電解 質，碕等 ．．
B5 ：賦　活　液

図 16　プ ラ イ ミ ン グ準備工 程図

8．5．2 温 度 設 定

プ ラ イ ミ ン グ工 程以降 は加温器 ヒ
ーターが 自動的 に

ON に な る．

　8．5，3　採血 ラ イン を プ ラ イ ミ ン グす る．

　8，6　プ ラ イ ミ ングエ程

　血液 同 路 ， 血漿分離器 ， LA −15，
メ ン ブ レ ン フ ィ ル

タ ー内 をプ ラ イ ミ ン グ液 で 自動置換す る．

　8．6．1 運 転 開 始

　  　プ ラ イ ミヲラ「キ
ー

を押 す．

　プ ラ イ ミ ン グ工程は 自動的 に 進 み ，加温器 が作動 す

る．約 3．5分で所定 畢：（750ml ）の プ ラ イ ミ ン グ液が 流

れ た 後 ，
ク ラ ン プバ ル ブ Vl3 が 閉ま り， 血液 ポ ン プ が

廻 っ て 返血圧 ＞ 20mmllg に加 圧 さ れ る と プ ラ イ ミ ン

目本 ア フ ．匚レ シ ス学 会雑 誌 14巻 3 号 （1995） 435
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グ が 終 厂し，終 r音が 鳴 る と と もに，一ニラ イ ミ ン グ］
キ ー

の ラ ン プ が 点滅す る．

　8．6．2 運 転 終 了

　  L
ブ ザ ー停ll’ キ ーを押す．

　  　返 巾tラ イン をゴ ム 鉗子 で ク ラ ン プ し，
ゴ ム 鉗子

　　　掛 け に移動す る．

　  　輸液 ラ イン の ロ
ー

ノレク ラ ン プ を閉 じ，ゴ ム 鉗 子

　　　で ク ラ ン プ す る．

9． オ ペ レーシ ョ ン準備工程

9．1 治療条件 の 設定

  　操作 パ ネル の 設定値 表示 ス イ ッ チ   を押 して 設

　　定値 を表示 さ せ る （図 17）．

　 a ．処理血漿量 は  の デ ィ ス プ レ
ー

を見なが ら 

　　　 の つ ま み で 設定 す る．

　 b ．lfll液流量 は   の デ ィ ス プ レ ー一を 見 な が ら  の

　　　 つ まみ で 設定 す る．

　 c ．Ilr［漿流量は  の デ ィ ス プ レ
ー一

を見なが ら  の

　　　 つ ま み で 設定 す る ．

　 d ．返 「航圧 ヒ限値 は  の デ ィ ス プ レ
ー

を見なが ら

　　　  の つ ま み で 設定 す る．

　　　 E限f直が ゼ ッ トさ れ れ ば自動的に 下限値が セ

　　　 ッ トが 設定 さ れ る．

　 e ．ヘ パ リン 注入速度 は  の つ ま み を回 し設定 す

　 　 　 る ．

　 f ．加温器温度は  の つ ま み を 回 し設定 す る．

9．2 治 療 準 備

  　血液回路 を図 18 の 如 くつ な ぎ換え る．

9．3　ブ ラ ッ ドア クセ ス 確保

  脱血側及 び 返血側 の 穿刺施行．

  採 血 ラ イ ン 及 び 返血 ラ イ ン を患 首に 接続 す る．

9．4 オ ペ レーシ ョ ン工 程

9．4．1 オペ レ ーシ ョ ン 工 程の手順

 
．
オ ペ レ ーシ ョ ン 　キ ーを押 す．

　　［血液ポ ン プ の み が徐 々 に 回転 し始 め ， 血液 が 脱

　　 1肛され る j
  血液が 採血 ラ イ ン の ヘ パ リ ン 混注 rぽ で 来た時，

　　 ヘ パ リン 手動注入 キーを押し て ワ ン シ ョ ッ トヘ

　　 パ リン を入 れ る．

  　オ ペ レ
ー

シ ョ ン 中 はJll．：力 や 流量等 の 表 示 を チ ェ

　　 ッ ク す る．処理血漿 甲：が 設定1直に 達 した らオ ベ

　　 レ ー
シ ョ ン が終了 し，終了音が鳴 る と と もに ，

　　 オ ペ レ ーシ ョ ンコキ ・一
の ラ ン プ が 点滅 す る．但

　　 し，「i1液 ポ ン プ は 回 転 し続け て い る．
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図 17　治療条件の 設 定

祚翻「
1聴

　 八 漕 龕液 ラ イ ン は そ の ま ま 、
　 R ／ 洗 浄 ラ イ ン ば B1 の ボ トル か hB3 ボ トル へ 刺 し 換 え る

　 C．賦活、位 ラ イ ン はそ の ま ま

　 　 　 　 　 図 18 治療準 備

9．4．2 運 転 終 了

  　ブ ザ ー停止 　キーを押す．

10． MA −Olの 圧力表示

　液品 デ ィ ス プ レ ー
に 表示 さ孔 る 圧力 データ は　液晶

表示選択．」キ ーを押す こ とに よ り， ド記 の 2 画面を選

択 で き る．

目 本ア フ コレ シ ス 学会霜 誌 　1・1巻 3 号 Cll）gr，）
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10．1 血漿分離器に 関する 圧力データ 表 6MA −01 に お け る各ポ ン プの 圧 力制御

mHg 　 PA 　　＊ ＊ ＊

NIP　tnax 　 −．．＊ ＊ ＊

ボ ン ／ 名称

PW 　 　 　＊ ＊ ＊

TMP − ＊ ＊ ＊

PA 　　　　 血 液濾過圧

　　　　　　 （血漿分離器人 口 圧 を意味す る ）

PW 　 　
’
採 血 圧

TMP 　 maX ： （血液濾過圧 ）　 （血漿圧 〉

　　　　　　 恤 液濾過圧 ）1 （LA 出 口 圧）
TMP

血 液 ボ ン

　　（BP ）

／
〔

（

（

（

「flL漿 ポ ン プ

　 （PP ）

　 　 　 　 　
’
　　　　　　　　　 ワ

　　　　　　　 （r血漿圧）

10．2　LA −15 に 関する圧力デー
タ

〔1）採 血圧

（2 ）返血 圧

運転制御圧 力範囲

（Pw ）

（PV ）

〔3）セ パ レ
・一タ 差 1ピ （SdP ）

（DLA 差圧

　図 19 参照

≦ 返 血1ピヒ限値

≦ 1〔川 mmllg

（dP）　　 ゴ IC）O　nllnHg
（」血漿処理 し て い る方 の カ ラ ム ）

（2 ）TMP

（3 ）LA 入 ［ 圧

　 　 　 　 　 　 （1〕LA 差IE
賦 活液ボ ン 7

　 （RP ）
　 　 　 　 　 ！

〔TMP ） ≦ 3〔1　mmHg

（IN）　　≦ 3501nmllg

（dP）　　 三 1〔川 Imllllg

　 　 （賦 活 中の カ ラ ム ）

〔2 ）LA 賦活 圧 　 　 　（RGN ） ≦350n 川 〕Hg

［
融 1鬣 蠶 ：llど  覇

［N 　 　：しA 人 II丿．E

OUT 　：LA ［ll1　1）．E

RGN 　：LA 賑℃担1圧

dP 　 ： LA 差 　圧 …勤 イ
’

1i状態 に よ り 2 通 りあ る が ，

　　　　　　　　　　基本的 に は L八 出 冂 圧 とっ な

　　　　　　　　　　が っ て い る圧 力 と 演算表示 す

　　　　　　　　　　 る．

dP 　（LA 入 「
．
1圧 ） 研

一
（LA 賦活圧 ）

．．
（LA ｝爿［ 圧 ）

　 　 血液 ホ ン ブ流量 ．：川 In ／ln．1
1り　　LO 　 ヨロ　　40 　 50 　 50 　 rfU　 BU 　 gO 　 lUU

　 採 　 uu

　 血

　 ．1⊥
　 　 了／／
L川n1Hy ／

．灘 難
図 19　採血 圧制 御

11． MA −Ol の 圧力制御

表 7 各ポ ン プ に 制限を与えて い る圧 力

　治療，ま た は 同 収 ／／程中 に 表 6 の 値を維持 す る様に ，

患 者の 安 全 の た め に 各 ∫ドン プ が 減速運転制御 さ れ る．

　 IF．た，各丿
．E力 が 決 め ら れ た 範 1凋 に 入 る ま で 減速 を続

け る．各圧力 が 決 め ら れ た 範闇内 に 入れ ば，ポ ン プ は

醇び設定f直に む け
’
L
「
速 度増加す る．ポ ン プ に 制御が か

か っ た時は 表示 選！！遣ス イ ッ チ 横 に あ る
“
セ パ レ ータ

”

また は
“
しA

”
の 表示灯 が 点滅 す る．尚 ， 表示選 択 ス イ

ッ デ
．
を押 す と 制限内容 が 確認 で き る．

　11．1 制限圧力の 表示
・確認方法

　1L1．1　制限圧力の 表示方法

　
“
オ ペ レ ー

シ ョ ン
”“

回収
”
．［／E！｝1に お い て各ポ ン プ は

そ れ ぞ れ の 圧 力 の制限値を越え な い 様に コ ン トロ ール

さ れ て い る．そ の た め 日標最大流 量に 達 しな い 場 合が

生 じる．そ の 場 合，液品 に 制限を加 え て い る圧力 の デ

・一タ を表示 させ る こ と が で き る．表 7 は各ボ ン プ に 制

限 を 与え て い る圧 力の 種類 を 示 す．

　 11．1．2　制御圧 力の 確認方法

　  　制御圧力 が 発生 し て い な い 場 合

　　　 （f列 と L て ，セ パ レ
．一

タ に 1矧す る データ が 液晶 に

ボ ン γ 名称

」ilL液 ポ ン プ

　 　 IIP

rflL漿 ポ ン プ

　 　 PP

賦 活 液 ポ ン プ

　 　 RP

　　　　　制限圧 力

採］f］［IE　　　 ：PW
返 血 圧 　 　 　 ：PV

臼．：SdP 　　注
≡n

：T ］
．IP

：dP　　 注
1〕’

：駆
：dP 　　 注

口

：RGN
t／〕 ．

ヒ ハ レ ータ差圧 （SdP ）： （血液 濾過 圧）　 〔LA 出［ 圧）
．1／ L へ 差圧 （dP）：動 作状 態 に よ り 2 通 り の 値 を持 つ ．
　dP　l＝〔LA 入 ［ 圧 ）　 〔LA 出［圧 〕…・…・…・動f乍三状態 〔A ）

　 ⊂1P2− 〔1』A 入 iT圧 ）…………・…・・……・…・一動作状 態 〔B ）
／t〕 L八 差 圧 ：動 作状 態 に よ り2 通 りの 値 を持っ ．
　 dP　l− （LA 賦 活圧 ）・・・・・・・・・………・一・・・・・・……動作状 態 （A ）

　dP　1− （LA 賦 活圧 ）．一（LA 出rリtl）…………
動作状態（B ）

　 動 作 状態 （A 〕1 ： （LA 人 11圧 ） と （LA 出 ［」圧 ）が 接 続 して

　 　 　 　 　 　 　 い る場 合

　 動作 状態 （B ｝： （LA 賦 沽lD 　と　（LA 出 rIID　が 接 続 し て

　　　　　　　い る場今

　　表示 さ れ て い る 場合）

点灯 ・「
．
．：．　セ パ レ ータ

消灯 ・●　 LA

　 mmHg 　 PA 　　 ＊ ＊ ＊　　 PW 　　＝＊ ＊ ＊

　 TMP 　 max 　 　 ＊ ＊ ＊ 　 　 TMP 二＊ ＊ ＊
1．．．一．．一一一　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　一一

  各ポ
．
ン プ の い ず れ か に制限圧力が 発生 し た 場合

点灯
一

・◎　 セ パ レ
ー

タ

「i本 ア フ ェ レ シ ス 学 会雑 誌 目 巻 3 号 q9．Ct5） 437
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．
→ ●　LA

ImmHgPA 　　＊ ＊ ＊　
’

PW 　　
＝ ＊ ＊ ＊

ITMP　max 　　＊ ＊ ＊　　TMP ＝＊ ＊ ＊
一 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　一．

“

セ パ レ
ータ

”
表示灯 が 点滅 し，制限圧力が 発生 し

た 事 を示 す．但 し，液晶 に 表示 さ れ て い る デ
ー

タ は

変化し な い ．

も し， 制限圧 力が発生 し て い な い 場合に ， LA に 関す

る 圧 力 デ
ー

タ が液 晶 に
．
表 示 さ れ て い る と き は ，

“
LA

”
の 表示灯 が点滅す る．

  制 限圧力 が 発生 し て い る状 態 で 〔液晶表 示 選．

　　択〕キー
を押す と，

“
セ パ レ ータ

”
表示灯 が 消灯

　　 し，液晶 に は発生 し て い る制限圧 力データ が表

　　 ノ］kされ る．

A ） lf［LVtiポ ン プ に関 す る制限圧 力が 発 生 し て い る場

　　 合

●　 セ パ レ ータ

●　 LA

匿1π靈：＊ ＊ ， ll「翻
B ）血漿 ポ ン プ に 関す る制限圧 力が発生 して い る場

　　合
一

●　セ パ レ ータ

● 　LA

PP セ イゲ ン
ー−

　　　　 TMP ＝＊ ＊ ＊

　 　 　 　 dP ＝＊ ＊ ＊　 　 IN 　 　 −一＊ ＊ ＊

C ） 賦 活液ポ ン プ に 関 す る制限圧力が 発 生 し て い る

　　場合

●　 セ パ レ ータ

● 　LA

匣竺
イ

  ；＊ ＊ ＊ ＿ ＊劃
12．　回月又準f蓆工 不呈

  Lボ ン プ運転／停 Lll キ
ー

を押 し，血液 ポ ン プ を

　　 止 め る．

  加温バ ッ グの 出入 ［ の チ ュ
ーブ を ゴ ム 鉗子 で ｛ヒ

　　 め
，

バ ッ グ を取 り出し、上 下反転し再度装着す

　　 る．ゴ ム 鉗 f を外 す．（バ ッ グ内残血 を少 な くす

　　る為 に必 要な操作 で あ る．）

  採血側 を抜去 し，採血 ラ イ ン の 先端 に 新 しい 注

438

　　　射針 （18G ） を取付 け て ， 回収液 に 装着
一
」 る．

  　返血速度 （血液 ポ ン プ速度） を設定 す る．

　　　「返血速度は 70　mlhmin 以上 で は 回 転 し な い ．

　　　ま た血漿ポ ン プ 速度は 庠動的 に 血液 ポ ン プ 速度

　　　の 9〔｝％ に 設定 され る1
　12．1　　回 月又工 案呈

　治療終了後，血液 回 路，Ii1漿分離 器 及 び LA 　 15内 の

血液 と血漿 を同収液 で 患者 に戻 す．

　  　匚司　収　キーを耕1す ．

  　ポ ン プ 運転／筏止」キー
を押 し，血 液 ボ ン ブ

．
を

　　運 転 す る．

　　 〔回収が 終了 す る と， 終 r
』
音が鳴る と と も に ．回

　　　収 キーの ラ ン プ が 点滅 す る．］

  「ヲ毎ご一
停止　キ

ー
を押 す．

13．治 療 終 了

13．1 患者 よ り返 血側 ラ イ ン を取 り外 す．

13．2 あ とかた づ け

  　各液 ラ イ ン をボ トル か ら 外す ．次 に 塩分濃度討

　　の 人 LJ部 に 接続 して い る チ 1
一ブ に ゴ ム 鉗

．
r一を

　　入 れ，塩 分濃度計 の 入 冂 ポー
ト部 か ら 外す．

  ［．遡略運転／着脱 キ ーを 4 秒間以 E押 す．

　　
1
全 ク ラ ン プ バ ル ブ が 「開」に な る．回路内 の 液

　　が こ ぼ れな い よう に 容器等で 受 け取る．
．
1

  　デ ィ ス ポ ーザ ブ ル 及 び 各種溶 液ボ トル を廃棄す

　　 る．

  　電源 ス イ ッ チ OFF に す る．

  　塩分濃度計 の 洗浄 を す る．消毒洗浄液 は グ ル タ

　　 ラ ール 製剤 （ス テ リ ハ イ ド）を使川 す る．

a ．連結管等を利川 して，水．道水 30〔｝ml 以．Lを 塩分

　　濃度計入 ［ 側 か ら ゆ っ くり流す．

b ．シ リ ン ジ に 消毒洗浄液を 30　ml と り 塩 分濃度計

　　内に 流し込 み 1時間以 L放置 す る．

c ．電源 プ ラ グを コ ン セ ン トか ら抜き，保管場所 へ

　　戻す．

14． MA −Ol に 関 する Q ＆A

　Ql ：治療の 準備工 程で 特に 注意す る こ と は ？

　A1 ：MA −01 は す べ て の 工 程が 自動 で 進 む．血L漿分

離器，血液 回 路 ， 血漿吸着 器 等が 正 し く セ ッ トさ れ て

い れ ば問題 はない が ，
セ ッ ト ミ ス は 治療時に 重大な 事

故を引 き起 こ す こ と に な る の で 注意 が 必要 で あ る．特

に本装置 は，圧力 に よ り ポ ン プ，パ ル プ 等主要な部分

を 二．1 ン トロ ール し て い る た め，装置受圧 目 と 圧 ノ で ル
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L寝鵬
転
粧

：

捷 庶
2
僭

「こ

⇒ 　 E − 24

気 包検出器が　 、夜有 Ll　 と検出
した 場合

回路 キ
ーON

ラ ノブ 占 灯

内 に 液か あ る

［液切れ ．セ ン サ
ー
部の チ ューフ　　　　 チ   ン ハーの セ ノ サ

ー部 に　　　　 気泡嬢出器 の セ ノ サ
ー

部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，夜か あ る　　　　　　　　　　　　　　の チ ューフ 内 に 液か あ る

1 液切れ 12

液切れ 2
」 液切 れ 3

チ ャ ン ハーIL．イ 5）

．．
液切れ

．．
セ ン サ

ー
入 ロ ヲ ユーフ に ヘア ノ 鉗 孑 を ぢ る　

．
コ ヵ 所 1

　　　　　　　　 回路キ
ーON 、ラ ン プ 消灯旨　　　　 ク ラ ン フ

．．ハル フ 全 て 開 とな

　　　　　　　　　E　 24 警報解除さ れ る

．儀切れ ヒ ノ サ ー及 ひ 気庖 セ ノ サ ー部 の チ こ一丿 内 に 液 のあ る

箇 ．听、又 ヲ ヤ ン ハーセ ノ サ ー部 ま で液の あ る チ ド ン ハー及 ひ

チ ・一ノ を セ ン サ
ー

部か ら は す す

　 回 路 キ ーON 　．ラ ン プ ，肖灯 1　．ハル フ 閏 ．
N ⊂｝

　　　　　　　 E24 解除 した

　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 Y 匚3

取 り外 し 厂7 チ 1
一

フ又 は チ 下ン ハー5．量置ゴ
．
る

　　　 ヘア ン 鉗 子多 1．拇 ；　 3．．漸

図 20　E −24 の 解除法

ター及 び 圧 フ ィ ル ターと im液 回 路 は し っ か り 接続 す る ．

ま た バ ル ブ へ の 血液回路 の 装着 も車要な の で 装着後 の

確認 が 必 要で あ る．

　Q2 ：血 液 1・ 1路装着後，生理 食塩液 に 輸液ラ イ ン ， 洗

浄 ラ イ ン，賦活液 ラ イ ン を 接続 し回 路 ス イ ッ チ を押 し

た と こ ろ，装置液晶部に E ．24 が 表示 さ れ 次 の 工 程 に

移れ な い ．どの よ う に す れ ば解除出来る か ？

　A2 ： 基本的 に E （一）○ は 装置 の 故障 を意味す る．た

と え ば E24 の 如 く ミ ス ハ ン ド リ ン グ で も発 生 す る E

番異常 が あ る の で 注意す る．

　E2 ・i は．
ヒ ン サ ー

部 の 故障 を意味す る．本来 ［航液回 路

．
ヒ ッ ナ イ ン グ後は 回路 ス イ ッ チ を押すが ，

こ の 時 は 血

液回路内に 生理 食塩液は 流 入 し て い な い ．も し こ の 時

点 で 液切 れ セ ン
．
り
．一，気泡 セ ン サー，レ ベ ル セ ン サ ー

が 液有 り と判断 した場 合は セ ン サーの 故障と い う意味

で E24 が 発生 す る ．今回 の 様 な場合は，装置の 故障 で

は な い の で 図 2C）の 手順 で
’
施行す る．

　Q3 ：洗浄 1．［1桿で液晶部に SO5 の 表示 と操 作 パ ネ

ル の ．匚程 エ ラ ー警報表示灯が点灯 した が ：？

　A3 ：洗浄 1．ll程 で は あ る
．．・

定時 間内に 各レ ベ ル セ

ン サ
ーが 液面 を感知 し な い 場 合 に ⊥ 程 エ ラーが 発生 す

る ．原因 は iilL液「1
．
1［路チ ャ ン バ ーと レ ベ ル セ ン サ

ー
の 密

着が 不 卜分 で あ る か ，
バ ル ブ に iill液同 路 が装着 さ れ て

い な か っ た 場 合に 発 生 す る．バ ル ブ へ の 血液回路 の 装

着及び レ ベ ル
．
ヒ ン サ

ー
へ の 血液 回路 の 装 着を砕認 の ヒ，

警報確認 ス イ ッ チ を押 し て 継続 す る．

　Q4 ：プ ラ イ ミ ン グ．
．．
1：程 で S−c）2 と い う表示 と操作パ

ネル の
一
匚程 エ ラーの ．

警報表 示 灯 が 点灯 し た が 1）

　A4 ：原囚 は ク ラ ン プ バ ル ブ 13 か ら 返血側 回 路 が外

れ て い た為に 発生 した も の で あ る．動作 と して最後 に

返 ［（1［側 プ
．
ヤ ン バ ー内 の 圧 力 が

一20　rnmlIg 以上 に な る

と ，
プ ラ イ ミ ン グ工 程終 J

’
α）ブ ザ

ーが 鳴 る．本 異常 は

バ ル ブ か ら返 血側回路 が 外れ て い た 為に チ ャ ン バ ー内

の ）’i：力 が 上昇 し なか っ た の で あ る．

　 （角ギ［徐 ノゴと長）

ブ
：ヂ＝ 停憂ヨ ・

一
警報確郵

こ］→

返 血側同 路 を ゴ ム 鉗 子 で iヒめ る　
一

・ 　ポ ン プ キ
ー

　 オ ベ レ ーシ ョ ン 工 程 に 入 っ た と「司時 に ，ゴ ム 鉗子 を

外しバ ル ブ 13 に m腋 回路 を 装着 す る．

　Q5 ：治療中 E．．．11が 表示 さ れ た が ？

　A5 ：Ell は採血 圧 異 常で あ る．採 「虹圧 セ ン サ ーは

　 ll〔1〜一一368mlnHg の 範 囲 を越 え る と E −11 が 表示

さ れ る．まず採血圧 （PW ）を 見て 制御 が か か っ て い る

か どうか を確 認す る．制御 が か か 一．
丿 て い る な ら ば r飢液

流量 を さ げ る．原因 の ほ と ん どが 採［1［不 良で あ る．T ．

火 と し て は，．採血但rlの腕 を駆rr且す る．

　 （f鱗至1徐プ丿｝去）

Lブザご倖止」≧ … ・「警型確認平＝
］　・

Lポ ジラ下ヨ
　低血 液流量 で Ell が頻繁に 表示 さ れ る な ら ば，脱

11
’
lt側留 置 カ ニ ュ

ーラ の 洗浄を
．
試み ， な お か つ 改善が ．見

ら れ な い 場合は再穿刺を行 う．

　Q6 ： 治療中 ， 1丁［［液ボ ン プ が 設定値 ま で ．［／が ら な い の

は な ぜ ？

　A6 ： こ れ は N．IA−．f）1 の 圧 力制御 が 働 い て い る状態

で あ る．ボ ン プ に 制御が か か っ た時は ， 表示選択 ス イ
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　　　 表 SMA −
〔｝1 に お け る 各ポ ン プ の 圧 力制御

ホ ン 7 名称 　　　　　　　　運 転制徊ll圧 方範 1輝

　 　 　 　 　 　 口 ）採 「航r「　 　 　 （Pw ）　 図 2ユ参照
ゴll液 ，亅、ン　／

　　　　　　 〔2 ＞返 1阯［士／．　　　　　　 〔PV 〕　　
・

返 血 1［
．
ヒ限値

　 （BP ）

　　　　　　〔3 ｝・1： ハレ
ータ芝宜ll．（SdP 〕　　− 100　mmnilg

　　　　　　〔DLA 洋 「「　　　 〔dP 〕　
』− lf）Omm ［lg

田L漿 ボ ン ア 　　　　 〔1航漿 処 理 し て い 9∋カ の ろ・ラム ｝

　 ！PP）　　 〔2 ）TNIP 　　　　 〔TMP ）
’ISOnvmHg

　　　　　　〔3 ）1．A 人 ［II−1
．
　　 （IN ｝　

’．351hnr1〕IIg

賦 活液 1◇ ア
〔DI ’・耕 1「

』
　　 （dP ）　

’
ヨ 川 ・m 沮 g

　　　　　　　　 〔賦活中 6り カ ラ ム ）
　 CRPI
　　　　　⊥≦一呈．）LA 賦 澗 f・　 （RGN ）　

・351hmnHg

採 　 10

　 血

　 ．圧
　 　 ．’じ
「
「11「11ト　iCJ，

　 　 皿 液ホ ン フ流量 lml．．’n’bm
lU　 2し〕　／m 　　40 　 bV 　 DU 　 ．「［／　 fio　 90 　 100

霧髪

鯉鞭
図 21 採血圧 制御

ッ チ 横 に あ る
“
セ パ レ ーダ

’
ま た は

“
LA カ ラ ム

”
の 表

示灯が点滅 す る．治療 ま た は 同収一t二程中 に
．
下記 の 値 を

維持 す る 様 に
， 患 占の 安全の た め に 各）tlン プ

．
が 減速運

転制御 さ れ，各圧力 が決 め らz
”
Lた範囲 に 人 る まで 減速

を続 け る．各 圧 力 が 決 め ら れ た 範［川内に 人 れ ば ボ ン プ

は再び設定値ま で速度を増加 す る．尚，表示選択 ス イ

ッ チ を押す と制限内容が確認 で きる （表 8）．

　Q7 ：治療 1e
’
T，チ ャ ン バ ー2 の液面 が ヒ昇 したが，対

処 す る 必 要は あ る か 〜

　A7 ：圧 力 ラ イ ン の リー
ク が な け れ ば対処す る 必 要

は な い ．MAOI は チ ャ ン バ ー
内 の 液面は過剰 な 圧ナ」

が か か っ た 場合で も チ セ ン バ ー
内の 液が装 置内 に 人 ら

な い レ ベ ル に 自動設定 され て い る．もし液 面が ⊥ 昇し ，

圧力 ラ イ ン に ｛夜が 流人 した 場合
』
は圧力 ラ イ ン の リ

ー
ク

の 有無を確認 し，次 の 力法 で液面 を さ げ る．

　（1）　血漿ポ ン プ を
‘‘
0
”

に 設定す る．

　  　 トラ ン ジ ュ
ーサー

保護 フ ィ ル タ ーの ラ イ ン に ゴ

　　　ム 鉗
．
r一を取付け，フ ィル タ

ー
を外 す ．

　  装置側 の 受圧 「1を チ ュ
ーブ付 きシ リン ジに て加

　　　圧 し，LA 出 口側 の バ ル ブ を開け る．

　  　  で 加圧 した ま 劃 1ヲ∫を保持 し，フ ィ ル ター
に

　　　シ リ ン ジ を取付 け 液而 を ドげ る．

　  　フ ィ ル ターを装置 に 収付 けゴ ム 鉗 」
二

を外し，ifn

　　　漿ポ ン ア を再設定す る ．

　Q8 ：治療 ［・li， 停竃 に な 一
） て復帰 L、な い 場 合 ど う す れ

ば い い か ？

　A8 ：装置側 面 に 設齢1して い る ∫
：

廻 し ハ ン ド？L を使

川 し，r価夜ポ ン プ に 装着 す る．バ ル ブ 13 （返 mlラ イ ン

バ ル ブ） か ら血液回路 を外 し手動 で 返 」flLを行 う．返 「岨

漿 は 実施 し な い ．停電 の バ ッ ク ア ッ プ は 15 分間．15分

以上経過す る と メ モ リ　 が消え る r
・
il能性 が あ る の で 注

意す る ．
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